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二
、
左
の
史
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縄
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令 和 ５ 年 度 

茨城大学大学院人文社会科学研究科 

秋入試 
 

入学試験問題（専門科目） 

 

試験科目 

 専攻  （ 人文科学        ） 

 コース （ 公認心理師       ） 

専門領域（ 心理実践学       ） 

 

試験区分 （一般・留学生） 

 

問題冊子ページ数   3 ページ（表紙を除く） 

解答用紙枚数  3 枚（問題冊子には綴じこまれていません） 

         
     
 
 
 
 
 
 



令和５年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科 

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目） 

 

専門領域名（ 心理実践学 ） 

【問１】                                     

以下の語句を説明しなさい。 

１．因子分析 

２．嫌悪条件づけ 

３．中年期危機 

４．長期記憶 

５．場の理論 

 

【問２】 

公認心理師法第 40 条に定められている「信用失墜行為の禁止」について具体例を挙げなが

ら説明しなさい。 

 

【問３】 

以下の語句を説明しなさい。 

１．ウェクスラー式知能検査 

２．文章完成法 

３．風景構成法 

 

【問４】 

以下の文章はロジャーズ，Ｃ.のカウンセリング理論の中心概念についてロジャーズが示し

たものである。これに関連して以下の問に答えなさい。 

 

・２人の人が心理的な接触をもっていること。 

・クライエントは、（  ①  ）の状態にあり、傷つきやすく、不安な状態にあること。 

・セラピストは、その関係のなかで一致しており、統合していること。 

・セラピストは、クライエントに対して（  ②  ）を経験していること。 

・セラピストは、クライエントの内的照合枠を（  ③  ）に理解しており、この経験を

クライエントに伝えようと努めていること。 

・セラピストの（  ②  ）と（  ③  ）理解が、最低限クライエントに伝わってい

ること。 

 

１．上記の心理的な接触のことを一般的に何というか。 
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令和５年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科 

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目） 

 

専門領域名（ 心理実践学 ） 

２．（  ①  ）〜（  ③  ）に当てはまる用語を書きなさい。 

 

３．内的照合枠を英語で表記しなさい。 

 

４．上記の理論が提示されたのは以下の著書または論文のうちのどれにおいてか。記号で答

えなさい。 

 

(a)『カウンセリングとサイコセラピィ』 

(b)『クライエント中心療法』 

(c)「治療的パースナリティ変化の必要にして十分な条件」 

(d)「クライエント・センタード／パーソン・センタード・アプローチ」 

 

５.「①の状態」とはどのようなことであり、それがカウンセリングのプロセスによってど

のように変化するのか具体的に説明しなさい。 

 

 

（次ページに続く） 
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令和５年 度茨城 大学大 学院人 文社会 科学研 究 科

人文科学専攻 入学試験問題（専門科目）

専門領域名（ 心理実践学 ）

【問５】

１．以下の英文は、ある論文の要約である。下線部を和訳せよ。 

An important （ ① ） of basic research in Clinical Psychology is to improve clinical practice (e.g., 
by developing novel interventions or improving the efficacy of existing ones) based on an improved 
understanding of key mechanisms involved in psychopathology. In the first part of this article, we 
examine how frequently this translation has happened in the past by reviewing all 40 evidence-based 
psychological interventions recommended in current clinical guidelines for five important (groups of) 
mental disorders. （ ② ）show that only 23% of treatments showed a very strong link between basic 
research and the development of the intervention, and further 20% showed a strong link. These 
findings thus suggest that the route from basic research to clinical innovation may not be as strong 
historically as is commonly assumed. Important challenges for translational research in clinical 
psychology are reviewed, leading to the introduction of a new framework, and a discussion of possible 
solutions to overcome these challenges. Suggestions include increased attention to robust and 
replicable research findings, a stronger focus on experimental psychopathology research to establish 
causality of psychopathological mechanisms, a more systematic structural integration of basic and 
applied research in clinical psychology, a stronger emphasis on mechanisms of change and 
moderators of clinical interventions, increased attention to clinical subgroups, and emphasizing 
improvements to existing interventions over the development of novel interventions. 

（出典：Thomas Ehring, et al., （2022）(When and how) does basic research in clinical psychology lead 
to more effective psychological treatment for mental disorders? Clinical Psychology Review, 95, 
102163.） 

２．（ ① ）に入る語を一語で答えなさい。 

３．（ ② ）に入る語を一語で答えなさい。 
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